
研修の特徴研修のねらい

　決算書は日々の事業活動の成果が年度での実績となって表される
ものです。決算書の見方が分かると、自社の現状把握が可能となり、
これからの活動を考える指針となるため、今後の業務にも大いに役
立ちます。
　本研修では、モデル決算書を題材にして決算書の仕組みや用語の
意味、数字の流れなどを理解いただき、事例演習を通じて実際の企業
活動との連動をイメージしながら、決算書を読み解くポイントを学
びます。

1971年大阪府生まれ。大阪市立大学大学院理学研究科（数学専攻）を修了後、システム開発会社にて財務会計を中心とした業務支援システム等
の開発・導入支援を担当。2005年に安田コンサルティングとして独立。2019年に株式会社パールを設立し代表取締役に就任。コンサルティン
グ、セミナー・講演会、システム開発、公的支援等に従事。主に、建設業における経営戦略・財務管理（決算書の読み方、資金繰り計画の立て方等）を
はじめ、営業・原価管理・コストダウン・人材育成・組織活性化・経審評点アップ・ＩＴ等幅広い支援を行っている。研修やセミナー講演において
は、複雑な話もわかりやすい例えを用いて相手の理解を深める指導が好評。

決算書の見方を基礎から学びたい管理者の方
財務・経理部門以外の管理者の方

決算書の読み方講座（財務初級編）
 管理者のための「よく分かる財務の基本」

コースNo.1600

三条校
中小企業大学校

講師紹介（敬称略）

安田 勝也（やすだ かつや）

株式会社パール
代表取締役

研修期間

対象者

定 員

受講料

管理者、新任管理者

新潟県三条市上野原570

会場

中小企業大学校 三条校

月日 時間 科目 内容

身近で比較が容易な企業の決算書を題材に、クイズやディス
カッションを交え、イラストを使いながら細かい数字にとらわ
れず視覚的に理解を深め、決算書から企業活動が読み取れる
面白さを味わいます。

● 損益計算書を読む
● 貸借対照表を読む
● キャッシュ・フロー計算書を読む

具体的なモデル決算書を題材に、企業活動の背景を理解しな
がら、決算書を読んでいきます。

● 決算書の必要性
● 決算書ができるまでの流れと用語の意味
● 利益と資金繰りの違い
● 中小企業と大企業の決算書の違い

決算書を読む上で必ず理解しておきたい事項について学びます。

● 決算書とは
● 決算書から読み取れる企業の戦略や背景の違い
● 財務会計分野の全体像と各分野の概要

具体的なモデル決算書を題材に、実際の企業活動との連動を
イメージしながら、業種や戦略による財務体質の違いや今後
の課題、事業展開に関する意思決定の手がかりについて、ディ
スカッションを交え楽しく学びます。
● 企業体質と採算の考え方
● 収益力の検証と改善のヒント
● 資金繰りの検証と改善のヒント

9:20～9:30

17:30～17:40

※カリキュラムは都合により変更する場合がございますので予めご了承ください。
※お申し込み方法、お問い合わせ先等は裏面をご覧ください。

9:30～17:30
（昼休憩

12:00～13:00）

9:30～17:30
（昼休憩

12:00～13:00）

9:30～17:30
（昼休憩

12:00～13:00）

8 / 5 水 ~ 7 金
（3日間・21時間）

2026年

8/5
水

8/6
木

8/7
金

30名

※受講料は変更になる場合があります。
32,000円（税込）

独立行政法人　中小企業基盤整備機構　中小企業大学校　三条校




